
大和こども園の教育及び保育の「理念」「方針」「目標」を紹介します。 

きれいになり、 

とても使いやすく

なりました。 

“いつでも どこでも そしてだれにでも われ等善き隣人たらん” 
・子どもの最善の利益を考慮し生きる力の基礎を 

育成します。 

・義務教育及びその後の教育の基礎を培います。 

・子どもと子育てに優しい社会を目指し、 

保護者・地域の方と協力します。 

すべての子どもが「安全」に 

過ごせる心配りを行います。 

 

すべての子どもに「自然」の 

大切さを気づかせていきます。 

 

すべての子どもの「積善」への

努力を認めていきます。 

しっかりした子 

“人に思いやりを きびしさを自分に” 

大和こども園は市街地中心部にあるため、各年齢が月に数

回こども園のバスに乗って公園や児童館に出かけ、虫や花な

どの身近な自然に触れ合ったり、体をのびのびと動かしたり

して遊んでいます。 

 

大和保育園元園長、岡山丕彦氏の「善隣のこ

ころ」への思いが込められたブロンズ像が大和

こども園のシンボルとして設置されています。

「家族愛」あふれるブロンズ像の下には「善隣

のいずみ」があり、池には金魚が泳ぎ登降園の

子どもたちを楽しませ 

ています。善隣の心が 

これからも受け継がれ 

ていきます。 

 

 

二階の集合トイレが新しくなりました！！ 
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 皆さんこんにちは、情報誌ぽかぽかだいわです。大和こども園のことを知ってい
ただきたく、情報誌を発行しました。子どもたちや職員が太陽のようにいつも暖か
くにこにこ笑顔でぽかぽかな気持ちになるようにとネーミングしました。どうぞよ
ろしくお願いします。 

地域の皆様には、日頃より大変お世話になりありがとうございます。心よりお礼申
し上げます。公園や施設等で様々な活動をさせていただいたり、いろいろとご指導い
ただいたり、おかげ様で楽しく取り組ませていただいております。 
 季節の行事や地域の活動への参加をはじめとして、多くの方とのふれあいや交流な
どは、乳幼児期にはとても大切であり、健やかな成長にかけがえのないものです。豊
かな生活を送ることができるようにこれからも工夫していきたいと考えています。 
地域の皆様には、今後ともよろしくお願いいたします。    （園長 小中笑子） 

石川こども交流センター(5 歳児) 

末広緑地(3 歳児) 木場潟公園(2 歳児) 

大和こども園のホームページ

が新しくなりました。こども園で

日々どのような活動が行われて

いるか掲載されています。 

ぜひご覧になってくださいね。 

東部児童センター(4 歳児) 

「つくしっ子広場」は、大和こども園の 2 階にあります。 
未就園児（こども園、保育園、幼稚園に入園していないお
子様）をお持ちの皆さん、どうぞお気軽に親子で遊びに来
てください。楽しい遊びや行事、子育て情報満載でお待ち
しています。育児相談も行っています。 
広場の開放は月曜から金曜（祝日、お盆、年末年始を除

く）10 時～14 時まで、参加は無料です。 

0,1,2 歳児組ではリース布おむつを使用しています。交換時に子

どもたちが心地良さを感じられるように「気持ちがいいね」「綺麗

になったよ」などと優しく言葉をかけたり、体全体を優しくマッサ

ージしてあげながらスキンシップの時間を大切にしています。 

保育教諭や友達と

思いっきり走り回っ

たり、シロツメクサ

を摘んだりカエル探

しをするなど、のび

のびと楽しんでいま

した。 

センターの方お手

製のシャボン液を使

った大きなシャボン

玉を見せてもらいま

した。みんなシャボ

ン玉を追いかけて大

はしゃぎでした。 

粟津公園所長松本さ

んのご厚意によりいち

ご畑でいちご狩りをし

てきました。真っ赤で

大きないちごに「おい

し～♡」とみんな大満

足。おなかいっぱいに

食べていました。 

ボールを追いかけ

て遊びました。広い芝

生でサッカーボール

を思い切り蹴ったり

友だちにパスをした

りして、体を動かして

いました。 

園花：なでしこ 

(明るさ、やさしさ) 

園木：松 

(がまん強さ、やる気) 

安全
あんぜん

 

自然
し ぜ ん
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せきぜん

 

善隣のいずみ 
“いつでも どこでも そしてだれにでも われ

等善き善隣たらん”とする草創の精神は“人に

思いやり 自分にきびしさ”を希求しながら涸れ

尽きることのない泉のようにこんこんとして此

の池に涌きつづけている   岡山 丕彦 題 

mailto:daiwahoikuen@gmail.com
http://www.daiwazenrinkan.com/

